
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 義務教育の９年間は、⼤⼈へと成⻑する、あるいは⼈としての⼟台を作る⼤切な時期です。 
多くの仲間と学び、遊び、多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通じて、⾃分のよさや友だちのよいところを 

⾒出し、認め合う態度や社会性が育まれます。⼈間関係の広がりや多様な学習形態、課外活動などの中で得られる 
成⻑の機会は、多様な価値観や⼈格形成にとって重要なものです。また、教職員数が確保されることで、習熟度や 
テーマに合わせた多様な指導が可能になり、児童⽣徒の興味・関⼼の広がりや学習意欲の向上が期待されます。 

このような学校の役割を踏まえ、⼩中学校では、⼀定の児童⽣徒数が確保されていることが望ましく、教育機会 
均等の視点からも学校校規模の標準化が必要です。さらに、本市教育の⼀層の充実を図るため、これまで取り組ん 
できた⼩中連携教育を発展させた⼩中⼀貫教育に取り組みます。 

学校の再編は、児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の成⻑を⽀える⼩中⼀貫教育の教育効果を最⼤限に引き出す体制づくりを担い 
ます。 

＜一人一人の成長を支える学校再編＞イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 子どもたちの学習環境を整え、次の世代へつなぐ学校再編に、皆さんのご意見をお聴かせください ～ 

＜詳しい資料の閲覧方法＞ 

 （仮称）日立市立学校再編計画（素案）本編の閲覧方法 

①市のホームページから閲覧 http://www.city.hitachi.lg.jp/  

②窓口で閲覧できるところ 

  市役所(学務課)、支所、図書館、交流センター 

 

＜ご意見の募集期間＞ 

  令和２年  月  日（月）～  月  日（ ） 

上記の期間中に、学務課へ持参、または、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールでご提出ください。 

なお、ご意見を正確に伺うため、電話でのご意見のお申し出は、お控えくださるようお願いいたし 

ます。 

 

＜その他＞ 

   交流センターなどを会場に、（仮称）日立市立学校再編計画（素案）に関する資料の閲覧や、素案 

の内容について説明を受けることができる機会（オープンハウス型）を開催予定です。 

詳細は、市報や市のホームページでご案内します。 
 

＜問い合わせ先＞ 

日立市教育委員会 学務課 学校適正配置推進室 

ＴＥＬ ０２９４（２２）３１１１ 内線６４２ （ＩＰ電話 ０２９４（５５２８）５１２４） 

Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 

QR コード 

【提出方法】 
この封筒部分を切り取り、必要事項を書いての

り付けし、〇月○○日（〇）までに切手を貼らず
に郵便ポストに投函してください。（郵送料はか
かりません。） 

 
 また、直接持参(本庁舎３階 学校適正配置推進
室)、Ｅメール、ＦＡＸでもご意見を受け付けて
います。 
 
●Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 
●ＦＡＸ  0294-21-7740 
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学校再編計画（素案）に関するご意見 

お住いの学区 
小学区 あなたの年齢     歳 

中学区 お子様の年齢 歳 
 

１ 小中一貫教育について                              

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

２ 学校の再編について                              

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

３ その他                                     

                                       

                                       

                                       

                                       
 

エリア 
本計画中の 
再編対象校 

第１期
（2021～2025） 

第２期
（2026～2030） 

再編の内容と再編後の学校の位置 

十王・豊浦 
山部小 
櫛形小 

（※）  山部小と櫛形小を統合し、統合校は現在の櫛形小の場所。 

日高・田尻・滑川    第３期以降で小中学校の再編を検討。 

本庁 

宮田小 
仲町小 

中小路小 

  
宮田小、仲町小、中小路小を統合し、統合校は現在の宮
田小の場所。 

平沢中 
駒王中 

  
平沢中、駒王中を統合し、統合校は現在の駒王中の場所。
その後、現在の平沢中に移転。 

多賀北    第３期以降で小中学校の再編を検討。 

多賀南 

河原子小 
大沼小 
水木小 

  大沼小を河原子小と水木小にそれぞれ統合し、統合校は、
現在の河原子小と水木小の場所。その後、河原子小を現
在の河原子中の場所に移転。   

河原子中 
泉丘中 

  
現在の大沼小の場所に河原子中と泉丘中の統合校を置
く。 

南部 

久慈小 
東小沢小 
坂本小 

  東小沢小を久慈小と坂本小にそれぞれ統合し、統合校は
現在の久慈小と坂本小の場所。   

久慈中 
坂本中 

  久慈中と坂本中を統合し、統合校は現在の久慈中の場所。 

中里 
中里小 
中里中 

  中里中の場所に施設一体型小中一貫校を整備。 

ご協力ありがとうございました。 

Ｑ４ 計画の期間は︖ 
 

Ａ４ 児童⽣徒の推計を基に、20 年先を⾒据え、５年ごと４期に分け、今後 10 年間（令和３(2021)年 
〜令和 12(2030) 年）、第１,２期の計画です。状況に応じて⾒直しながら進めます。 

 

Ｑ５ 学校の再編で、通学が遠くなることが⼼配です。 
 

Ａ５ 学校の再編に伴って、配慮が必要と思わる事項に取り組みます。例えば… 

Ｑ１ ⼩中⼀貫教育の効果は︖ 
 

Ａ１ いわゆる「中１ギャップ」などの課題に対する効果が報告されています。 

義務教育９年間を⾒通し、⼩中学校それそれの教職員が多角的な視点で⼀⼈⼀⼈を⾒守ることで 

児童⽣徒と教職員との信頼関係が深まり、新しい学校⽣活への不安を軽減します。 

⼩中⼀貫教育カリキュラムにより、教職員が共通認識の下、⼀⼈⼀⼈に合わせた指導を⾏い、児 

童⽣徒の学習意欲を⾼め、学⼒向上につなげます。 

また、中学校卒業時の⼦どもの姿を、学校、家庭、地域が共有して取り組むことで、地域社会の 

連携や地域への愛着が深まると考えられます。 

Ｑ２ ⼩学校と中学校が離れていますが、どのように進めるのですか︖ 
 

Ａ２ 市内の⼩中学校を、中学校１校と⼩学校２〜３校のグループに分け、主に施設分離型の⼩中⼀貫教 

育を実施します。ＩＣＴの活⽤などにより、円滑に連携できる体制を整えます。 

Ｑ３ 市内⼀⻫に取り組むのですか︖ 
 

Ａ３ 試⾏を経て、⽇⽴市⼩中⼀貫教育カリキュラムに沿って、全校で取り組みます。 

市内統⼀の取組のほか、グループ（地域）の特⾊に応じた取組を進めます。 

 

通 学 

小学校は３㎞、中学校は５㎞程度
を目安とし路線バス等の利用も検
討します。 

 

 児童生徒への配慮 

学校間の事前交流等を積極的に行
い、統合後の学校生活を支えます。  

学校の位置 

学校の統合後は新校として設置し、 
学校の位置は、連携を考慮しながら 
既存の学校敷地を活用します。 

 

 統合の準備 

学校名や通学の安全確保、ＰＴ
Ａ活動などを協議する組織を設
けます。 

 

その他 

再編に伴って、新たな保護者負担
が生じないように配慮します。 

Ｑ６ 取組のスケジュールは︖ 
 

Ａ６ 右表のように再編の検討を始めます。表に記載のない学校は、第３期 （令和 13(2031)年）以降に 
再編の検討を始める予定です。状況によって、早まる場合もあります。 


